














う。尾張藩祖徳川義直の生母で る相應院 （一五七六～一六四二） は、八幡の志水宗清の女というが、 「社務家田中祠官家系図」等
（3）によると


















え役として都へ従い、 殿上においては、 要清 姉武蔵局の取計らいで、得度は厳重に執り行われ 儀式後はすぐに尾張に立ち帰ったと う一方、召清は、寛永十二年（一 三五） 、妙法院宮を師主として十一歳で得度 童参内を済ませ、翌年には 二 法眼位 得る。寛永二十年には、十九歳で後光明天皇の即位 に参内し 明暦四年（一六五八）には二十四歳で権別当権少僧都に任ぜられた。正受院の訴えが無ければ、おそらく社務としてつつがなく田中家の家職を勤仕していたであろう。
　
十歳年長の召清に対し、田中家の家督返納を訴えることを憚かれて
いた要清も二十三歳となった万治二年（一六五九）のことである。長年の正受院の懇願が聞き届けられ、 二代藩主光友卿の下知が下された。田中家相続は と裁定、召清には金子五百両で隠居を命ぜられ、本家知行のうち百石を割き東竹家が再興さ た。召清は、万治二年十二月には三十五歳で法印に叙任、香染裘袋を勅許、同三年には権大僧都に任ぜられ、東竹屋敷が普請される。　
尾張家からの田中家相続の裁定を受けると同時に、要清は吉田神道































































































































































































かない正しい行動と慈悲心でもって、 穢れのない身で神に仕えること、すべてにおいて師の指図を受け、 親子同然に諸事隔意なく接すること、伝授の内容は一句たりとも漏らさず伴家の一子に相伝するとしている。伴久金から交部へ提出された誓紙の写しである。こ 後正保二年（一六四五）正月と二月にも同内容の誓紙二通が久金より交部宛てに出されている
（14）。この年正保二年五月に「石清水八幡宮神道根元集幷
軍陣之深秘之書」が授与され、同九月には、 「奥義三箇太事（神籬・亀卜・勧請） 」が伝授された。同年十一月には、 「宗源神財図」 ・ 「庭上仁弖清祓図」 ・ 「唯一神道壇場荘厳図」 ・ 「宗源神道・十八神道壇之図」 ・
「清祓上・中・下巻」が伝授された。翌正保三年十一月に「神道妙行初段・火祭次第等宗源之霊法」 、同年十二月に「神道三種之大事」 ・ 「日本書紀神代之上巻八雲神詠口決」と数年にわたっている
（15）。これ等伝



















鈴木大和此度十八神道御法受之為御礼入来、兼従公御気色不常」とあり、田中要清は尾張 幡宮社人 鈴木大和とともに十八神道の御法伝授の御礼に吉田家を訪れている。翌三年五月四日 「社人林助衛門・粟田伝十郎・鈴木大和、長州亀山八幡之社人竹中伊織、於籠屋十八神道兼従公御相伝、以後田中要清右社人伊織下 ト壇場へ拝参」とあり、 尾張や諸国の社人らと共に神道 を数回にわたって受けてい 。　
万治三年二月十七日夜には要清に切紙二十枚を渡され、一応の神道
伝授が完了したとみられる。翌日十八・十九日の二日間にわたって大元宮を創始し吉田神道を大成した神龍院梵舜の百五十 忌が行われた。吉田家の幼い当主吉田兼連、後見役で 叔父の萩原兼従、一族兼庵翁（兼従の伯父） ・左衛門佐（兼従の弟・兼英）や祝衆神人等交わり前日伝授をうけた要清も法会に参勤した。吉 家一門に比肩して法会参勤に合わせた伝授であっ 。吉田家内部でも 中要清の神道伝授にとり け心を砕いている様子が看取され、尾張家の意向も反映
して、その後の要清と吉田家との深い交誼がもたらされ、吉田神道内部でも田中要清の率いる石清水の立場は特化した のとなっていく。　
ここで吉田家の内部事情を押さえておきたい。戦国期から江戸初期



























































































































































































元禄六年（一六九四）正月二十八日要 は五十八歳で逝去したことが善法寺家伝来の 「武末霊社記」 によっ はじめて明かされたのである。　
要清には男子が無く、娘清子を津和野城主亀井豊前守茲政次男に娶


















記す。由清は、豊岡前中納言尚資の二男で、日野大納言資矩の猶子となり、養清に男子が無かったことから、養清女を室として養清の養子となる。①②の二冊 同じ筆跡で自身の覚書らしく、判読困難な字体である。③ ・ ④ともに筆跡は等しく比較的丁寧に書き綴られ いる。①②と③④では筆跡や花押などに相違があり若干 疑義はあるものの四冊ともに、由清が書き記したものと推測 ている。寛政五年に十四歳で得度し、①②は、十六 ・ 十八歳である。③④ は、三十歳半ばで筆跡はある程度変化したと見てさしつかえなかろう。とりわけ③の文化十年は臨時祭再興の年で、翌 一年も同様 内容が豊富 ある。本稿では、日記の中で男山山上本社殿ではなく、田中家が神祇殿 個別に行う祭祀についてみていく。　
寛政八年七月の記述をみていこう。朔日から七日まで「御祈祷下官
































































































 八幡市『八幡市誌』第二巻、一九八〇年。石清水八幡宮『石清水八幡宮史』首巻、一九九七年・第六輯、一九九五年、続群書類従完成会。 地域の古文書・石造物・景観―地域文化遺産の情報化―』京都府立大学文化遺産叢書 四集 二〇一一ほか
（
2）　
















番号一二〇七号） 。史料二【田中家相続方ニ付届書】 （正法寺文書八―八九） ・史料三【田中家相続方ニ付請書写】 （同七 二八六） ・史料四【田中家相続出入ニ付請書写】 （七―二八八）京都府立山城郷土資料館寄託。
（
5）　





 山下市正については、 『 州 幡愚聞抄』 （名古屋市蓬左文庫蔵）に「一山下半三郎氏勝ハ信濃守ト号ス相應院様御妹婿ナリ、慶長七年源敬公三歳ニナラセ給フ、御時ヨリ御部屋エ被召出領秩千石、慶長十九年甲寅ノ都市十月御番頭ニ被仰付冬夏両度ノ大坂御陣ニ供奉シ武功アリトゾ、尤モ頓智聰明ノ人ナリト云云、氏勝ノ息山下市正氏政有故国除終于飛州高山城下〈貞享元年子七月十八日云云〉私云八幡ニ於テ山下道安殿分トテ知行廿石程ノ処アリテ久々御屋敷ニ御支配被成候処 元禄ノ比カ他エ御譲リ有之由シ記録ニ見タリ恐クハ山下氏先祖 知行ナルベシ追テ
近世石清水八幡宮における吉田神道の受容と社務家
三四七
































































































 岡田荘司 「近世神道の序幕―吉田家の葬礼を通路としてー」 （ 『神葬祭大事典』戎光祥出版、一九九九年）
（
22）　

























 〔権僧正要清昇進之記〕一〇五六「後光明天皇口宣案、一〇六三「神主光俊祝詞」 （ 『大日本古文書』四―三、二六五・二七五頁） 。























































 〔遷宮上卿御宿坊之儀新善法寺田中争論之書付〕一一〇六「田中宗清口上書案」 一 〇七「新善法寺晃清口上書写」 、一一〇八「田中宗清口上書案」 （ 『大日本古文書』四―三）
（
44）　






 新善法寺家と田中家は、貞享四年東山天皇即位の祈祷でも争論があった 〔一社一同祈祷之儀ニ付候一件〕 一三五九 「口上之覚」
近世石清水八幡宮における吉田神道の受容と社務家
三四九
一三六〇「八幡郷中触書案」田中御師職として伝奏より祈祷の命をうけ、要清から山上山下僧俗神人等へ申付けた。社務検校新善法寺晃清は、一山一同への触れは、社務より出すものと公文所に全郷内へ触れ改めさせ、一 僧侶残らず召し寄せ厳重に言い渡している。この年二月二十二日に養父田中召清六二才で没し、四月に要清は服中でも祈祷執行している。九三一「広橋家雑掌河端景福伝達書」 ・ （ 『大日本古文書』四―三） 。この事は元禄九年の争論でも田中側の先例として訴えており、要清の事績は後々にも影響を与えている。
（
46）　
 一一〇九「伝奏広橋家雑掌口上書」 ・一一一〇「善法寺央清請文写」 （ 『大日本古文書』四―三）
（
47）　






















































 拙稿「嶋村家神札・護符等の版木と青山祭祭壇図」 （ 『八幡地域の古文書と石清水八幡宮の絵図―地域文化遺産の情報化―』京都府立大学文遺産叢書大三集、京都府立大学文学部、二〇一〇年）
（
56）　
 米田雄介「朝儀の再興」 （ 『日本 近世』第二巻天皇と将軍、九九一年） 。並木昌史「延宝七年石清水放生の再興 国学院雑誌九六
- 七、一九九五年） 。武部敏夫「貞享度大嘗会の再興に













































寛文 7 1.12 田中要清 年頭挨拶
4.28 田中要清 見舞
12.11 田中要清 見舞




























閏 6.24 田中要清 来訪
12.26 田中要清 歳暮
寛文 13（延宝元） 1.3 佐野内蔵助 年頭御礼
1.10 田中要清 御礼
1.18 田中要清 御礼
延宝 2 11.17 石清水神主紀斎宮 来訪
12.8 田中要清 見舞
12.27 田中要清 歳暮





年 月日 人名 概要
慶安 3 4.13 真如堂宮内卿八幡之社人 神供之備様相伝仕度使入来
4.15 八幡大森六右衛門 初御礼、礼物送る
12.26 八幡之与九郎 歳暮
慶安 4 2.4 八幡新善法寺御礼 初御礼対面、伴与九郎取次。萩原様へも御礼
慶安 5 1.13 八幡与九郎 牛蒡贈る
1.26 大森六右衛門 料足廿疋持参
承応 2 1.25 大森六右衛門 牛蒡贈る
承応 3 2.10 大森六右衛門 牛蒡贈る
承応 4 1.29 大森六右衛門 年頭御礼、牛蒡
明暦 3 7.23 大森六衛門 見舞
明暦 4（万治元） 1.13 大森六衛門 年頭御礼
1.23 田中要請 宗源行事、兼従より伝授























閏 8.25 田中要清 来訪
12.4 田中要清 来訪
12.8 田中要清 歳暮
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































　　 　　 　 　 　　　　
志水甲斐守















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































① 黄褐色薄手 27.2 × 115.2 3 紙
② 楮紙カ 31.0 × 41.1 1 紙
③ 宗源宣旨写 31.1 × 44.4 1 紙
④ 祝詞写 31.0 × 44.8 1 紙
⑤ 黄褐色薄手（①と同質） 27.2 × 122.5 3 紙
⑥ 書状、折紙 1.5 × 44.6 1 紙
⑦ 和歌懐紙 31.0 × 42.4 1 紙
⑧ 和歌懐紙 31.0 × 42.6 1 紙
⑨ 和歌懐紙 31.0 × 42.6 1 紙
⑩ 和歌懐紙 31.0 × 44.2 1 紙
⑪ 折紙 30.9 × 44.7 1 紙
⑫ 包紙カ 30.9 × 33.7 1 紙
別表２　近世田中家歴代生没年
田中家歴代 生年 西暦 検校補任 西暦 没年等 西暦
田中秀清 天正 5 年 1577 慶長 5 年 6 月 11 日 1600 元和５年６月１１日、43 歳 1619
田中敬清 慶長 6 年 1601 寛永 9 年 8 月 12 日 1632 寛永 17 年 8 月 2 日（ｲ 12 日）、40 歳 1640
田中召清 寛永 2 年 1625 ― 貞享 4 年 2 月 22 日、63 歳 1687
田中要清 寛永 14 年 1637 延宝 3 年 10 月 15 日 1675 元禄６年正月 28 日、58 歳 1693
田中宗清 延宝 3 年 1675 宝永 6 年 3 月 26 日 1709 享保７年 9 月 8 日、48 歳 1722
田中久清 元禄 8 年 1695 ― 享保 20 年７月 24 日、41 歳 1735
田中正清 享保 6 年 1721 元文 5 年 5 月 10 日 1740 享和元年 3 月 10 日、81 歳 1801
田中養清 寛延 3 年 1750 安永 5 年 4 月 2 日 1776 寛政 8 年 10 月 2 日、47 歳 1796
田中由清 安永 9 年 1780 文化 15 年正月 22 日 1818 嘉永 2 年閏 4 月 14 日、71 歳 1849
田中農清 寛政 9 年 1797 ― 文政 8 年 4 月 14 日、29 歳 1825
田中修清 文化 12 年 1815 ― 安政 5 年正月 24 日、44 歳 1858
田中昇清（有年）嘉永 2 年 1849 文久元年七月十日 1861 明治 19 年 4 月 10 日、38 歳 1886
生年は没年・事績等より逆算した。没年齢は祠官系図の記載を優先し事績から逆算したが、誕生月や異本によ
る誤差が生ずる場合がある。
京都府立大学学術報告「人文」第六十八号
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近世石清水八幡宮における吉田神道の受容と社務家
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